
【学校教育法施行規則第１０３条の２】高等学校における三つの方針 
 裏面 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシ－） 
 ※１ 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 
 ※２ 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

県立川越西高校 ≪活性化・特色化方針（スクール・ポリシー）≫ 

課程 全日制 学科 普通科 
R6.5.1 

生徒数 

(男)  445 

(女)  527 
 計 972 

アクセス ＪＲ川越線 笠幡駅から徒歩１５分 又は 東武東上線 鶴ヶ島駅から自転車２０分 

＜目指す学校像＞ 

 学力の向上、豊かな人間性の育成、健康の増進・体力の向上による高い自己形成を目指すとともに、地

域との連携により信頼を確保する。 

＜教育課程等＞※１ 

（１）３年生から文系・理系の類型選択をします。 
（２）「進路の手引き」を活用し，一人一人の夢の実現を図ります。 
（３）部活動、学校行事、地域交流、ボランティア活動などを通して、生徒主体の活動を充実させます。 
（４）多様な進路目標の実現に対応できるカリキュラムを設定しています。 
（５）「協調学習」を取り入れた主体的・対話的で深い学びを通年で実施します。 
（６）スタディサプリを利用し、授業の学習を補完します。 
 (７) 多様化する大学入試へ対応できるように、１・２年生全員が、実用英語検定（２級から３級を 
  選択）を受験します。 

＜本校が求める生徒＞※２ 

（１）規律と品位のある学校生活を送り、勉強と部活動の両立を３年間頑張り続けることのできる生徒
を募集します。 

（２）川越西高校で勉強や部活動など、自分の夢や目標に向かって積極的にチャレンジしようとする生
徒を募集します。 

（３）コミュニケーション、そして周りの人々を大切にできる生徒を募集します。 
（４）地域や社会への貢献を通して、世界的な視野で物事を考えられる生徒を募集します。 

＜学校行事＞ 

 ・文化祭（９月実施）は各クラスの企画や書道部、吹奏楽部、合唱部、ダンス部、ギター部、軽音楽部、 
  茶道部、手作り部、放送部によるパフォーマンスなどで大いに盛り上がる。 
 ・体育祭（１０月実施）は全員リレーなど様々な種目で盛り上がる。 
 ・図書館主催のビブリオバトル、１学年主催の百人一首大会など特色ある行事も開催。 

＜部活動＞ 

【運動部】 
・空手道部、女子ソフトテニス部、ワンダーフォーゲル部が関東大会に出場した実績があるほか、野球部、 
 サッカー部、男女バスケットボール部、男女バレーボール部、男女バドミントン部、陸上競技部、硬式 
 テニス部、卓球部が県大会へ出場するなど、17 の部活動が活発に活動している。 

【文化部】 
・書道部が全国レベルの受賞実績があるほか、演劇部、吹奏楽部、英語部が県大会で入賞するほか、近年 
 は軽音楽部が関東大会へ出場するなど 13 の部活動が活発に活動している。 

＜家庭・地域との連携＞ 

・学校行事や進路、生徒指導からのお知らせ等を保護者に一斉メールで配信。 
・霞ヶ関西小学校とはソフトボール部がボール投げの指導、バスケットボール部がドリブルやシュート 
 の指導を、霞ヶ関西中学校とは体験授業、また、塙保己一学園とゴールボールやフロアバレーボール 
 を通じた交流など、地域の小中特別支援学校との交流の実績有。 
・霞ケ関西公民館主催の夏休み寺子屋教室や書き初め教室や、社会福祉協議会から依頼されたボランテ 
 ィア事業に積極的に参加。 

進

路 

R6.3 

卒業生 
四大 130 人 短大 23 人 専門 119 人 就職 14 人 

傾向 

・卒業生の９割弱が上級学校へ進学する。 
・多種多様な将来の進路希望を持つ生徒が増えてきている。 
・短大、専門学校は幼児教育系、医療系が多い。 
・一人一人の進路実現に向け、検定合格講座（英検、数検、漢検）などの補講にも積極的に

参加する生徒が多い。 



川越西高校は､進路の実現に向けて頑張る生徒を応援しています。

○ 部活動がさかんで、勉強と部活動の両立に頑張る生徒が多く、活気があります。
○ 緑が多く自然環境に恵まれ、施設が充実しており、きめ細かな指導で生徒をフォローします。
○ 近隣の小中学校との積極的な交流を進めています。

県立川越西高校 ー生徒の成長物語ー

１年生

２年生

３年生

本校の
特 色

□ 基本的生活習慣を確立
□ 勉強と部活動の両立
□ 進路についての意識を高める

□ 文系・理系の類型別カリキュラム
□ 様々な進路に対応した多彩な選択科目
□ 進路希望を実現し、社会性・公共心を育成

コバトン＆
さいたまっち

育成方針

□ 行事でも部活動でも中心に
□ 自分の進路を見据えた取組を実施
□ 他者から信頼される生徒を育成

地域との連携

行 事

様々な行事で生徒
主体の運営

□近隣の小中学校との交流
□地域のボランティア活動への
積極的参加

部 活 動

様々な部活動が関東大会、
県大会で活躍

出前授業等

大学の先生、専門学校の
先生、各分野の専門家から
実践を学ぶ

グラデュエ―ション・ポリシー
【育成をめざす資質・能力に関する方針】

◯ 社会の人との関わりの中で、他者を認め、協力し合える、
人とむきあう力を育成します。

◯ 自分のことを知り、よりよい自分を形成する、
自分とむきあう力を育成します。

◯世界を知り、課題を見つけ、解決へ導こうとする、
世界とむきあう力を育成します。

校訓： 敬愛・正義・努力
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